
介護人材の確保・養成・定着に
向けた宮城県の取組とパイロット
事業の実施について

令和元年６月６日 宮城県保健福祉部

「アニメむすび丸 介護予防PR バージョン」

資料１



宮城県では，２０２５年度（令和７年度）に，４，７５５人の介護職員不足が見込まれている。
１

H30 R1 R2 R7

１ 宮城県の現状（介護職員の需給推計）

出典：第７期介護人材需給推計



●設立：平成２６年６月

●目的：県内の介護関係団体等が参画し，介護業界全体として，介護人材確保の推進に向け，

具体的な取組等を検討する。

構成団体

東北福祉大学 仙台市老人福祉施設協議会

宮城県社会福祉協議会
（宮城県福祉人材センター）

宮城県老人保健施設連絡協議会

介護労働安定センター宮城支部 宮城県認知症グループホーム協議会

宮城労働局 みやぎ小規模多機能型居宅介護連絡会

宮城県看護協会 宮城県生活協同組合連合会

宮城県介護福祉士養成施設協会 宮城県市長会

宮城県介護福祉士会 宮城県町村会

宮城県社会福祉士会 宮城県

宮城県老人福祉施設協議会 宮城県教育委員会

２※パイロット事業の実施に当たっては，本協議会を活用

２ 宮城県の取組 ①宮城県介護人材確保協議会



２ 宮城県の取組 ②介護の魅力・イメージアップ普及

３

•〇内容

• ・介護施設及び職種の紹介 ・介護の仕事への進路先

• ・介護職員へのインタビュー ・親御さんへのメッセージ

リーフレット：ケアヒーローズ （中学３年生及びその親を対象として作成）



４

２ 宮城県の取組 ③介護助手導入支援事業

介護分野に就労
意欲のある
・地域の中高年
・元気高齢者等

補助
宮城県老人保健施設連絡協議会

・事業を実施するモデル事業所の選定
・事業の成果と効果の評価，分析
・成果報告会の開催，他事業所への普及啓発

事業所支援・情報収集
補助事業の取りまとめ

宮城県

応募

モデル介護事業所（施設）
・説明会を通じて地域の元気高齢者等を募集
・就労マッチングにより３ヶ月間の雇用
・職場OJT研修を通じて，介護助手として育成
※「介護助手」（想定）

シーツ交換，清掃，食事の配膳，片付け等
週３回，１日４時間程度勤務，時給1,000円

・令和元年度新規事業
・予算額：12,882千円
・県内の７施設
（各圏域１施設）での
実施を想定



介護に特化した外国人窓口
設置は，神奈川県，岐阜県
など，ごく少数

５

２ 宮城県の取組 ④外国人介護職員の受入等に関する相談・支援窓口

相談・支援窓口のイメージ
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②相談への対応，情報提供等
事業者の状況やニーズに応じた，受入れ
制度を紹介。

①外国人介護人材に関する相談
留学生，EPA，技能実習生，在留資格
（介護），定住外国人等の受入れにつ
いての疑問等を相談。

相談内容に
関する報告

受入に向けた
手続き

令和元年度新規事業：予算額6,497千円



３ パイロット事業のイメージ①

協同組合の形態を活かしたマネジメントモデルの構築

業務の効率化・労働生産性向上の検証

・物品調達の合理化

・共同研修

・ICT等の活用

・（外国人を含む）介護職員の採用～確保～教育～定着の取組

６

協同組合

社会福祉法人A

社会福祉法人B

協同組合による
スケールメリットを
活かした取組



実施体制

○本事業の進捗管理を適切に行うため，
協同組合，三菱総研，宮城県により
定期的に進捗報告会を実施。

宮城県介護人材確保協議会
５月 ・宮城県介護人材確保協議会の開催

６月

・課題の検証
７月

８月

・実証（効果の測定）９月

１０月

１１月

・成果の可視化
１２月

１月

２月
・宮城県介護人材確保協議会の開催

３月

実施スケジュール

７

３ パイロット事業のイメージ②

宮城県

三菱総研協同組合


